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1.  平成24年3月期の連結業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 8,131 9.5 619 42.0 690 43.2 739 75.2
23年3月期 7,427 7.5 436 ― 482 ― 422 ―

（注）包括利益 24年3月期 767百万円 （75.6％） 23年3月期 437百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年3月期 61.73 ― 10.8 5.4 7.6
23年3月期 35.22 ― 6.7 3.9 5.9

（参考） 持分法投資損益 24年3月期  ―百万円 23年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 13,059 7,250 55.0 599.19
23年3月期 12,590 6,579 51.7 543.36

（参考） 自己資本   24年3月期  7,180百万円 23年3月期  6,512百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

24年3月期 926 △137 △381 2,673
23年3月期 1,005 △148 △397 2,266

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年3月期 ― ― ― 8.00 8.00 95 22.7 1.5
24年3月期 ― ― ― 12.00 12.00 143 19.4 2.1

25年3月期(予想) ― ― ― 12.00 12.00 32.7

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,960 △3.4 290 △45.8 310 △45.0 100 △79.9 8.34
通期 8,280 1.8 700 12.9 720 4.3 440 △40.5 36.71



※  注記事項 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は【添付資料】15ページ「４．連結財務諸表 （６）会計上の見積りの変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無

② ①以外の会計方針の変更  ： 無

③ 会計上の見積りの変更  ： 有

④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期 12,387,178 株 23年3月期 12,387,178 株

② 期末自己株式数 24年3月期 403,207 株 23年3月期 402,049 株

③ 期中平均株式数 24年3月期 11,984,609 株 23年3月期 11,985,970 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成24年3月期の個別業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 7,490 11.3 555 32.7 662 54.6 722 63.4
23年3月期 6,732 8.0 418 ― 428 ― 442 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

24年3月期 60.27 ―

23年3月期 36.89 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 12,163 7,075 58.2 590.42
23年3月期 11,669 6,424 55.1 536.08

（参考） 自己資本 24年3月期  7,075百万円 23年3月期  6,424百万円

2. 平成25年 3月期の個別業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、財務諸表に対する監査手続が実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項は、【添付資料】２ページ「１．経営成績」をご覧ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,610 △3.9 250 △50.0 270 △48.4 65 △86.0 5.42
通期 7,600 1.5 630 13.5 700 5.7 420 △41.9 35.04
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 （１）経営成績に関する分析 

①当期の経営成績 

当連結会計年度におけるわが国経済は、東日本大震災による打撃から持ち直しの動きが見られたものの、原発事

故の長期化、デフレや円高基調の継続、欧州債務危機への不安など、依然として先行き不透明な中で推移いたしまし

た。 

このような情勢下、当社グループにおきましては「攻めの加速と守りの強化」を基本方針に掲げ、経営戦略の実

現に向け、経営課題に関する意思決定及び業務執行の迅速化を図るとともに、日々の業務における継続的な改善を推

進し、揺るぎ無い収益基盤の確立に努めてまいりました。 

これらの結果、当連結会計年度の売上高は81億31百万円（前年同期比9.5％増）、営業利益は６億19百万円（前年

同期比42.0％増）、経常利益は６億90百万円（前年同期比43.2％増）となりました。当期純利益につきましては、特

別損失として投資有価証券評価損１億20百万円等を計上しましたが、当期の業績及び今後の業績動向を踏まえ、繰延

税金資産の回収可能性を見直したことなどにより、法人税等調整額に１億88百万円を計上した結果、７億39百万円

（前年同期比75.2％増）となりました。 

  

セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

  

[工具事業]   

当社主力の当事業部門では、「安全、快適、能率・効率、環境」をキーワードとしたソリューション営業の展開

と将来を見据えた新技術・新製品の開発に注力いたしました。また、迅速で柔軟な生産体制の確立を進め、更なる生

産性の向上とコストダウンの推進に取組んでまいりました。 

具体的には、トルク管理の重要性と安全を支えるメンテナンスの社会的責任が高まる中、トルク測定作業の履歴

を自動的に記録・管理する「デジラチェ[メモルク]」を発売し、デジラチェシリーズのラインナップを拡充いたしま

した。同時に「デジラチェ[メモルク]」をはじめとする新製品の販売活動により新たな需要の創造を図るとともに、

これまで蓄積した当社の技術力を活かし、既存顧客の深耕並びに新規顧客の開拓を推進してまいりました。 

これらの結果、当連結会計年度の売上高は69億80百万円（前年同期比12.9％増）、セグメント利益は５億28百万

円（前年同期比60.0％増）となりました。 

  

[DIY事業] 

当事業部門では、地域密着型サービスの展開を図るとともに、東日本大震災・原発事故に伴う節電需要等への対

応を迅速に進め収益の確保に努めました。これらの結果、当連結会計年度の売上高は９億98百万円（前年同期比

8.1％減）、セグメント利益は３百万円（前年同期比35.7％減）となりました。 

  

[賃貸事業] 

当事業部門では、ファシリティマネジメントを推進し、当連結会計年度の売上高は１億52百万円（前年同期比

3.1％減）、セグメント利益は87百万円（前年同期比12.5％減）となりました。 

  

②今後の業績見通し 

わが国の経済情勢は、東日本大震災からの復旧・復興需要等が下支え要因となり回復基調が見込まれるものの、

原発事故の長期化や電力供給に対する不安、中東情勢が不安定なことによる原油価格の高騰、デフレや円高基調の継

続など、先行きに対する不透明感は払拭できない状況の中で推移するものと思われます。 

このような中、当社グループにおきましては、当期に進めてまいりました「攻めの加速と守りの強化」を次期は

更にレベルアップさせてまいります。基本方針として「戦略課題の実現と基盤業務の強化により、第二の創業期の礎

を築き上げる」を掲げ、次世代における成長基盤の確立に努めてまいります。なお、東日本大震災への対応につきま

しては、今後も当社グループ総力を挙げ、可能な限りの貢献を続けてまいります。 

以上のような取組みを徹底することにより、平成25年３月期の業績につきましては、売上高82億80百万円、営業

利益７億円、経常利益７億20百万円、また当期純利益では４億40百万円を見込んでおります。 

  

１．経営成績
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 （２）財政状態に関する分析 

①資産、負債、純資産の状況 

当連結会計年度末の総資産は、130億59百万円となり、前連結会計年度末に対して４億69百万円の増加となりまし

た。その主な内容は、有価証券が57百万円、減価償却や資産の除却・売却により有形固定資産が１億26百万円減少し

たものの、現金及び預金が４億12百万円、受取手形及び売掛金が53百万円、繰延税金資産が１億29百万円増加したこ

とによるものであります。 

また、当連結会計年度末の負債合計は58億８百万円となり、前連結会計年度末に対して２億２百万円の減少とな

りました。その主な内容は、賞与引当金が１億３百万円、リース債務が57百万円増加したものの、短期借入金が２億

19百万円、退職給付引当金が31百万円、繰延税金負債が34百万円減少したことによるものであります。 

当連結会計年度末の純資産合計は72億50百万円となり、前連結会計年度末に対して６億71百万円の増加となりま

した。その主な内容は利益剰余金が６億43百万円増加したことによるものであります。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結会計期間において営業活動の結果得られた資金の増加は９億26百万円（前年同期は10億５百万円)となりま

した。これは主に、税金等調整前当期純利益５億68百万円に加え、減価償却費３億34百万円、投資有価証券評価損益

１億12百万円による資金の増加があったものの、仕入債務の減少51百万円、売上債権の増加40百万円による資金の減

少があったことなどによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結会計年度において投資活動による資金の減少は１億37百万円(前年同期は１億48百万円)となりました。これ

は主に、定期預金の払戻による収入55百万円があったものの、固定資産の取得による支出１億44百万円、定期預金預

入による支出60百万円があったことなどによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結会計年度において財務活動による資金の減少は３億81百万円（前年同期は３億97百万円）となりました。こ

れは主に、短期借入金の返済による支出２億20百万円、配当金の支払いが95百万円、長期借入金の返済による支出40

百万円があったことなどによるものであります。 

  

 これらの結果、当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物は、26億73百万円(前年同期は22億66百

万円)となりました。 

  

 （３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社グループでは、株主の皆さまに対する利益還元を経営の最も重要な施策の一つとして位置づけております。

配当につきましては、株主の皆さまに対して継続的かつ安定的に行うことを念頭に、当該期並びに今後の業績及び財

産状況等を勘案して行うこととしております。 

 当期におきましては、業績及び財産状況等を総合的に勘案した結果、１株当たりの期末配当金は普通配当12円とさ

せていただきました。 

 なお、次期の配当金につきましては、１株当たりの年間配当金を12円とさせていただく予定です。 

   

 （４）事業等のリスク 

当社グループの業績、株価並びに財務状況等に影響を及ぼす可能性がある主要な事項は以下のとおりでありま

す。なお、本記載のリスクにつきましては、当連結会計年度末現在の判断によるものであり、当社グループの事業上

のリスクの全てを網羅するものではありません。 

  

 ①品質問題による業績悪化のリスク 

   当社は平成10年にＩＳＯ９００１を取得する等、品質最優先のものづくりを進めておりますが、製品の開発並びに

製造過程での品質上のリスク全てを将来にわたって完全に排除することは極めて困難と認識いたしております。こ

のリスクの顕在化により業績に影響を受ける可能性があります。 

  

 ②材料調達のリスク 

   当社は鋼材を主材料として主に作業工具の生産をしておりますが、中国をはじめとする世界的な需要の高まりなど

により、材料価格の高騰や材料自体の調達難に見舞われる可能性があります。 
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 ③販売ルート・形態に関するリスク 

   当社は創業以来自動車関連に強みを持ち、販売代理店ルートを中心に販売しておりますが、今後流通ルートの急速

な変化により売上高に影響を与える可能性があります。 

  

 ④中国における生産子会社のリスク 

   当社では平成7年に合弁会社「福清京達師工具有限公司」を福建省に設立し、グローバル生産体制を整備いたしま

したが、今後予期しない法制面の変更、政情の混乱等により当社生産体制に影響を受ける可能性があります。 

  

 ⑤その他子会社のリスク 

  当社の連結対象子会社は前述の海外（中国）に１社の他、国内に３社あり、工具事業、ＤＩＹ事業及び賃貸事業

を営んでおりますが、これらの業績がグループ全体の業績や財務に影響を与える可能性があります。 

  

 ⑥情報安全上のリスク 

 当社では、グループ全体の情報セキュリティ確保を目指し、システム対応、教育、啓蒙活動など管理強化を進めて

おりますが、何らかの事由により個人情報など重要情報が漏洩した場合、当社グループの事業やイメージに影響を与

えるおそれがあるとともに、損害賠償請求などを受ける可能性があります。 
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 当社の企業集団は、当社並びに連結子会社４社で構成され、工具の製造販売を主な事業とし、これ以外にＤＩＹ商

品や日用雑貨等を販売するＤＩＹ事業並びに不動産賃貸事業を行っております。 

 当社グループとしての事業に係る位置づけは次のとおりであります。 

（１）工具事業 

   工具……… 自動車整備用工具、その他一般作業工具及びこれらに関連する機器の製造販売 

   精密鋳造… ロストワックス製法による工具及び精密工作機械部品・産業用機械部品などの製造販売 

（２）ＤＩＹ事業… ＤＩＹ商品や日用雑貨等の販売 

（３）賃貸事業…… 不動産の賃貸 

  

 以上述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。 

 

２．企業集団の状況
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 （１）会社の経営の基本方針 

   当社グループは、「常にチャレンジ精神を持ち、最高水準の製品とサービスを提供し続け、お客さまに満足してい

ただける会社として、社会に貢献する」を経営理念とし、品質・価格・納期の面において、お客さまのご要望に最大

限お応えできる製品とサービスを提供することにより、企業の継続的発展を目指すとともに、内部統制システムの構

築により、法令遵守をはじめ、環境・安全面においても地域や社会に貢献できる企業グループを目指します。 

  

 （２）目標とする経営指標 

   当社では本業での収益性を示す売上高営業利益率の向上を目指しており、安定的かつ継続的に５％以上を確保する

ことを目標としております。当連結会計年度は「１．経営成績 (1)経営成績に関する分析 ①当期の経営成績」に

記載の取組みにより、売上高営業利益率7.6％と目標を達成することが出来ました。今後も継続的に目標を達成する

ため、揺るぎない収益基盤の確立に努めてまいります。 

  

 （３）中長期的な会社の経営戦略 

当社グループの中期経営計画につきましては、『創業60周年を第二の創業期と位置付け、「新たな価値の創造と

顧客の開拓」により発展の礎を築く』ことを基本方針として以下の施策に取組んでまいります。 

  

①工具事業 

[工具] 

・ブランド力の強化と「安全、快適、能率・効率、環境」の向上を実現する製品やシステムの提供により、新たな

国内作業工具マーケットを創造する。 

・アジアを中心にシェア拡大を図り、グローバル市場でのブランドを築く。 

・生産拠点の見直しと原価低減及び調達力の強化により、収益性向上を目指す。 

[精密鋳造] 

・技術力強化による新規受注の拡大とコストダウンを推進する。 

  

②ＤＩＹ事業 

・工具事業とのシナジーを図るとともに、工具事業チャネル変革の一翼を担う。 

・地域商圏の深耕と広域商圏への攻めの営業活動を展開する。 

  

③賃貸事業 

  ・ファシリティマネジメントを推進し、所有不動産の効率的運用を図る。 

  

 （４）会社の対処すべき課題 

   当社グループでは、経営方針を基にした戦略経営の実践をより強力に進めてまいります。平成25年３月期の連結会

計年度におきましては、現在進めております「攻めの加速と守りの強化」を更にレベルアップさせ、収益・利益を確

保してまいります。具体的には以下のような課題を設定し、経営を進めてまいります。  

・戦略商品である計測機器や省力化機器類の改良及びアイテムの拡充 

・生産拠点の見直しや新技術の導入・強化による生産性の向上 

・内部統制システムの強化と適正な維持・運用 

・BCPの強化による危機対応力の向上  

・職場環境の整備と人材の育成、活性化 

  

３．経営方針
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,424,804 2,837,494

受取手形及び売掛金 1,828,628 1,882,419

有価証券 101,000 43,670

商品及び製品 1,464,581 1,435,933

仕掛品 547,298 578,671

原材料及び貯蔵品 320,739 333,255

繰延税金資産 1,643 132,090

その他 28,698 36,075

貸倒引当金 △99,983 △100,528

流動資産合計 6,617,409 7,179,081

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 4,901,098 4,913,740

減価償却累計額 △3,367,235 △3,471,666

建物及び構築物（純額） 1,533,863 1,442,073

機械装置及び運搬具 4,831,985 4,842,927

減価償却累計額 △4,198,999 △4,260,722

機械装置及び運搬具（純額） 632,986 582,205

工具、器具及び備品 1,675,940 1,691,702

減価償却累計額 △1,611,109 △1,632,768

工具、器具及び備品（純額） 64,831 58,934

土地 1,703,462 1,703,462

リース資産 28,357 67,190

減価償却累計額 △6,728 △13,720

リース資産（純額） 21,628 53,469

建設仮勘定 11,033 1,224

有形固定資産合計 3,967,806 3,841,370

無形固定資産   

ソフトウエア 2,549 11,164

電話加入権 3,016 3,016

土地使用権 15,935 15,568

リース資産 39,201 62,375

無形固定資産合計 60,702 92,124

投資その他の資産   

投資有価証券 1,406,751 1,402,925

出資金 42,447 42,419

長期貸付金 59,391 57,246

繰延税金資産 1,352 705

その他 583,788 553,552

貸倒引当金 △149,630 △109,681

投資その他の資産合計 1,944,102 1,947,168

固定資産合計 5,972,611 5,880,664

資産合計 12,590,021 13,059,745
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 627,984 575,785

短期借入金 2,599,999 2,380,000

1年内返済予定の長期借入金 40,500 40,500

未払金 385,625 436,129

未払費用 153,497 135,926

リース債務 20,329 36,812

未払法人税等 23,289 20,373

未払消費税等 34,778 41,147

賞与引当金 167,655 271,065

役員賞与引当金 － 34,740

資産除去債務 － 45,000

その他 88,626 65,465

流動負債合計 4,142,286 4,082,945

固定負債   

長期借入金 119,160 78,660

リース債務 43,541 84,825

繰延税金負債 167,908 133,240

退職給付引当金 974,020 942,583

役員退職慰労引当金 19,908 22,408

環境対策引当金 15,010 30,400

担保提供損失引当金 9,500 7,669

資産除去債務 163,100 118,100

負ののれん 4,446 －

その他 352,089 308,027

固定負債合計 1,868,685 1,725,913

負債合計 6,010,971 5,808,859

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,032,088 1,032,088

資本剰余金 2,562,439 2,562,439

利益剰余金 2,952,763 3,596,653

自己株式 △138,837 △139,100

株主資本合計 6,408,453 7,052,080

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 113,129 137,633

為替換算調整勘定 △9,387 △8,980

その他の包括利益累計額合計 103,741 128,652

少数株主持分 66,854 70,152

純資産合計 6,579,049 7,250,886

負債純資産合計 12,590,021 13,059,745
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高 7,427,277 8,131,198

売上原価 4,807,232 5,161,325

売上総利益 2,620,044 2,969,873

販売費及び一般管理費 2,183,633 2,349,998

営業利益 436,410 619,874

営業外収益   

受取利息 6,884 9,250

受取配当金 37,864 40,567

有価証券利息 2,094 －

助成金収入 1,211 －

補助金収入 822 462

保険返戻金 28,837 2,234

投資有価証券評価益 － 8,300

負ののれん償却額 8,892 4,446

担保提供損失引当金戻入額 － 1,831

その他 32,922 43,360

営業外収益合計 119,531 110,453

営業外費用   

支払利息 31,322 27,546

投資有価証券評価損 8,640 －

為替差損 11,451 2,230

担保提供損失引当金繰入額 9,500 －

その他 12,913 10,025

営業外費用合計 73,828 39,803

経常利益 482,113 690,525

特別利益   

固定資産売却益 108 －

投資有価証券売却益 5,990 －

貸倒引当金戻入額 1,002 －

事業整理損失引当金戻入額 19,970 －

特別利益合計 27,070 －

特別損失   

固定資産除売却損 4,796 957

投資有価証券評価損 52,063 120,625

早期割増退職金 5,615 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 16,835 －

特別損失合計 79,309 121,583

税金等調整前当期純利益 429,874 568,941

法人税、住民税及び事業税 13,566 14,890

法人税等調整額 △4,110 △188,882

法人税等合計 9,455 △173,991

少数株主損益調整前当期純利益 420,419 742,933

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1,729 3,162

当期純利益 422,148 739,770
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（連結包括利益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 420,419 742,933

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 45,147 24,503

為替換算調整勘定 △28,248 542

その他の包括利益合計 16,898 25,046

包括利益 437,317 767,980

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 446,109 764,681

少数株主に係る包括利益 △8,791 3,298
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 1,032,088 1,032,088

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,032,088 1,032,088

資本剰余金   

当期首残高 2,562,439 2,562,439

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,562,439 2,562,439

利益剰余金   

当期首残高 2,530,614 2,952,763

当期変動額   

剰余金の配当 － △95,881

当期純利益 422,148 739,770

当期変動額合計 422,148 643,889

当期末残高 2,952,763 3,596,653

自己株式   

当期首残高 △138,536 △138,837

当期変動額   

自己株式の取得 △300 △263

当期変動額合計 △300 △263

当期末残高 △138,837 △139,100

株主資本合計   

当期首残高 5,986,605 6,408,453

当期変動額   

剰余金の配当 － △95,881

当期純利益 422,148 739,770

自己株式の取得 △300 △263

当期変動額合計 421,847 643,626

当期末残高 6,408,453 7,052,080
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 67,982 113,129

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 45,147 24,503

当期変動額合計 45,147 24,503

当期末残高 113,129 137,633

為替換算調整勘定   

当期首残高 11,798 △9,387

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △21,186 407

当期変動額合計 △21,186 407

当期末残高 △9,387 △8,980

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 79,781 103,741

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 23,960 24,910

当期変動額合計 23,960 24,910

当期末残高 103,741 128,652

少数株主持分   

当期首残高 75,646 66,854

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △8,791 3,298

当期変動額合計 △8,791 3,298

当期末残高 66,854 70,152

純資産合計   

当期首残高 6,142,032 6,579,049

当期変動額   

剰余金の配当 － △95,881

当期純利益 422,148 739,770

自己株式の取得 △300 △263

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 15,169 28,209

当期変動額合計 437,017 671,836

当期末残高 6,579,049 7,250,886
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 429,874 568,941

減価償却費 341,833 334,712

負ののれん償却額 △8,892 △4,446

長期前払費用償却額 6,522 4,095

貸倒引当金の増減額（△は減少） 24,798 △39,403

賞与引当金の増減額（△は減少） 107,343 103,410

退職給付引当金の増減額（△は減少） △103,226 △31,436

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,390 2,500

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － 34,740

事業整理損失引当金の増減額（△は減少） △28,340 －

担保提供損失引当金の増減額（△は減少） 9,500 △1,831

その他の引当金の増減額（△は減少） △163,100 15,390

受取利息及び受取配当金 △46,844 △49,817

支払利息 31,322 27,546

為替差損益（△は益） 5,114 △198

投資有価証券評価損益（△は益） 60,703 112,325

投資有価証券売却損益（△は益） △5,990 －

固定資産除売却損益（△は益） 4,687 957

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 16,835 －

売上債権の増減額（△は増加） △245,800 △40,600

たな卸資産の増減額（△は増加） 30,350 △15,131

その他の資産の増減額（△は増加） 2,997 △7,523

仕入債務の増減額（△は減少） 241,314 △51,151

その他の負債の増減額（△は減少） 268,556 △47,548

未払消費税等の増減額（△は減少） △14,471 6,368

小計 967,479 921,897

利息及び配当金の受取額 47,212 49,752

利息の支払額 △30,712 △26,869

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 21,174 △18,243

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,005,153 926,537
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △207,665 △60,325

定期預金の払戻による収入 90,146 55,275

投資有価証券の取得による支出 △2,257 △2,252

投資有価証券の売却による収入 9,000 －

固定資産の取得による支出 △143,256 △144,703

固定資産の売却による収入 17,113 －

貸付金の回収による収入 240 2,145

長期前払費用の取得による支出 △375 △2,506

その他の投資の取得による支出 △28,191 △15,760

その他の投資の回収による収入 116,434 30,246

投資活動によるキャッシュ・フロー △148,812 △137,881

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 △350,000 △220,000

長期借入金の返済による支出 △31,197 △40,500

自己株式の取得による支出 △300 △263

配当金の支払額 － △95,881

リース債務の返済による支出 △15,661 △24,646

財務活動によるキャッシュ・フロー △397,159 △381,290

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,468 157

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 456,713 407,523

現金及び現金同等物の期首残高 1,809,731 2,266,444

現金及び現金同等物の期末残高 2,266,444 2,673,967
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該当事項はありません。  

   

  

  

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）会計上の見積りの変更

当連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 

至 平成24年３月31日） 

（連結損益計算書関係） 

 従来より、環境対策を目的とした支出に備えるために環境対策引当金を計上しておりましたが、工法の変更に伴い、

より精緻な見積りが可能となったため、見積りの変更を行いました。これに伴い、当連結会計年度において、従前の見

積金額と今回の見積金額の差額を費用として認識しました。 

 これにより、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益は15,390千円減少しております。 

 なお、上記の金額には、当連結会計年度に新たに認識された支出見込額も含まれております。 

（７）追加情報

当連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

(会計上の変更および誤謬の訂正に関する会計基準等の適用) 

 当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更および過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月4日）および「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月4日）を適用しております。 

 なお、「金融商品会計に関する実務指針」（日本公認会計士協会会計制度委員会報告第14号）に基づき、当連結会計

年度の「貸倒引当金戻入額」は、「販売費及び一般管理費」及び「営業外収益」に計上しておりますが、前連結会計年

度については遡及処理を行っておりません。 

  

(法人税等の税率の変更等による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正) 

 「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第

114号）および「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平

成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率の

引下げおよび復興特別法人税の課税が行われることとなりました。 

 この税率変更により、当連結会計年度末の繰延税金負債の金額（繰延税金資産の金額を控除した金額）は11,092千円

減少し、法人税等調整額（貸方）が6,430千円増加、その他有価証券評価差額金（貸方）が4,662千円増加しておりま

す。  
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１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会等が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、社内業績管理単位を基礎とし、経済的特徴が類似している事業セグメントを集約した「工具事

業」、「ＤＩＹ事業」及び「賃貸事業」の３つを報告セグメントとしております。  

 「工具事業」は、自動車整備用工具、その他一般作業工具及びこれらに関連する機器の製造販売を行ってお

ります。「ＤＩＹ事業」は、ＤＩＹ商品、日用雑貨品の販売を行っております。「賃貸事業」は、不動産の賃

貸を行っております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」

における記載と同一であります。 

  報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

 セグメント間の内部売上高又は振替高は、市場実勢価格に基づいております。 

  

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

（単位：千円）

（注）１．セグメント資産の調整額3,778,441千円は当社の余資運用資金（現金預金及び有価証券）、長期投資資金

（投資有価証券）等であります。 

   ２．セグメント利益の合計額は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

   ３．報告セグメントごとの負債は、経営資源の配分の決定及び業績評価に使用していないため、記載しており

ません。 

   

（８）連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等）

セグメント情報

  
  
  
  

報告セグメント
調整額 
（注１）  

連結財務諸
表計上額 
（注２） 工具事業 ＤＩＹ事業 賃貸事業 計

売上高          

外部顧客への売上高  6,183,659  1,086,007  157,610  7,427,277  －  7,427,277

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 5,006  39,055  40,320  84,382  (84,382)  －

計  6,188,665  1,125,062  197,930  7,511,659  (84,382)  7,427,277

セグメント利益  330,166  6,064  100,180  436,410  －  436,410

セグメント資産  7,138,783  565,888  1,106,908  8,811,580  3,778,441  12,590,021

その他の項目          

減価償却費  307,260  2,813  31,758  341,833  －  341,833

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
 163,784  639  6,424  170,848  －  170,848
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当連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

（単位：千円）

（注）１．セグメント資産の調整額4,238,375千円は当社の余資運用資金（現金預金及び有価証券）、長期投資資金

（投資有価証券）等であります。 

   ２．セグメント利益の合計額は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

   ３．報告セグメントごとの負債は、経営資源の配分の決定及び業績評価に使用していないため、記載しており

ません。 

    

 （注） １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 該当事項はありません。 

  
  
  
  

報告セグメント
調整額 
（注１）  

連結財務諸
表計上額 
（注２） 工具事業 ＤＩＹ事業 賃貸事業 計

売上高          

外部顧客への売上高  6,980,046  998,409  152,743  8,131,198  －  8,131,198

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 7,233  45,533  40,320  93,086  (93,086)  －

計  6,987,279  1,043,942  193,063  8,224,285  (93,086)  8,131,198

セグメント利益  528,355  3,900  87,618  619,874  －  619,874

セグメント資産  7,200,776  535,786  1,084,805  8,821,369  4,238,375  13,059,745

その他の項目          

減価償却費  300,424  4,310  29,977  334,712  －  334,712

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
 224,168  14,883  1,436  240,489  －  240,489

（１株当たり情報）

前連結会計年度 

（自 平成22年４月１日 

至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 

至 平成24年３月31日） 

１株当たり純資産額 円543.36

１株当たり当期純利益金額 円35.22

１株当たり純資産額 円599.19

１株当たり当期純利益金額 円61.73

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

前連結会計年度 

(自 平成22年４月１日 

至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 平成23年４月１日 

至 平成24年３月31日) 

当期純利益（千円）  422,148  739,770

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（千円）  422,148  739,770

期中平均株式数（株）  11,985,970  11,984,609

（重要な後発事象）
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